
上谷の丘 
 

 始業式、入学式から、子供たちにとっても教職員にとっても密度の濃い１か月が終わりま

した。１年生にとっては、全てが初めてのことだったと思いますが、少しずつ学校生活に慣

れてきているようです。 

 昨年度は、目標をテーマにお話朝会や学校だよりでお話を進めてきましたが、今年度はテ

ーマを少し変えていきたいと思います。先日のお話朝会では、「親切って何でしょう」と子

供たちにたずねました。それに続き、ある男の子のお話をしました。あらすじは、以下のと

おりです。 

「目の不自由な男の人が横断歩道を渡れない様子に気付いた「ぼく（男の子）」は、知らな

い人に声をかけることへの不安や緊張を乗り越えて声をかけることができた」 

 実は、男の子は、はじめは男の人を眺めることしかできず、声をかけずに横断歩道を一度

渡りました。でも、男の人を気にかけ、渡った横断歩道を引き返します。そして、男の人に

声をかけて、一緒に渡ることができました。 

 子供たちには、「男の人に声をかけられないでいる男の子は、どんなことを思っていたか」

とたずねると、「助けたいと思っているけど、知らない人には声をかけにくいと思っていた」

と回答する子がほとんどでした（他には「助けたいけど、どう声をかければよいかわからな

い」「助けたいけど、どう助ければよいかわからない」は少数でした）。 

また、「男の子が男の人に声をかけたのはなぜか」と問いました。すると、ある学年の子

供のふりかえりには、（男の子が声をかけたのは、）「男の人を助けたかったのかと思いまし

た」「声をかけないと男の人がこのまま渡れないと思ったんじゃないかと思いました」と書

いてありました。 

このようにお話から、子供たちは男の子の思いや考えの揺り戻しに共感したり、自分だっ

たらどうかと考えたりしました。子供たちの振り返りには、素直な考えが見て取れました。 

最後に、このように書いた子がいました。 

「親切とは、勇気がいるし優しさもいるんだなと思いました」 

みなさんはどのようにお考えになるでしょうか。 

～ 子供たちの見守り、ありがとうございます ～ 

 保護者の方々におかれましては、PTAの学期当初の朝の見守り活動にご協力いただき、感
謝申し上げます。また、年間を通してスクールガード・リーダーの島田様をはじめ、見守り
隊ボランティアの方々、そして駐在所の長内様、上谷っ子のためにありがとうございます。
保護者、地域の方々により子供たちの安全が支えられていると改めて感じています。 
 また、PTA校外指導委員長をはじめとした委員、担当者の方々には、引き続き通学班や通
学路の点検等でお世話になります。何かお気付きのことがありましたら、学校までご連絡く
ださい。 
 今年度も子供たちの安全のためにご協力のほどよろしくお願いします。 
 

■ ご存じの方も多いかと思いますが、長らく交通指導員として中小坂上の手押し信号で

上谷っ子を見守っていただいていた服部さんが、昨年度末をもって退職されました。

現在は、交通指導員さんがいない状態です。もし、保護者の方々で、交通指導員のお

仕事に関心のある方がいらっしゃいましたら、学校までご連絡いただけると幸いです。 

【 連絡先 049-283-1911 教頭 】 

坂戸市立上谷小学校  

学校だより ５月号 

令和７年５月１日 

校長 新谷 源大 

学校教育目標 

笑顔で 

かしこく 

たくましく 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活目標】 廊下・階段は静かに歩こう 

【離任式・お別れ式】 

 4月 18日（金）、この 4月に異動した先生を招き、離任式を行いました。異動した先生たちが

入場するときは、子供たちは久しぶりに会うことができてとてもニコニコしていました。ただ、先

生たちのスピーチが始まると、子供たちの中には涙を流している姿が見られるようになりました。  

 式終了後、各教室で異動した先生とお別れのあいさつを直接つたえることができました。 

【1年生はじめての給食】 

 1 年生の給食が始まる前に、6 年生が牛乳パックのたたみ方を 1 年生

に教えてくれました。頼りになる 6年生です（左下 2枚）。 

 初めての給食の日、当番さんは給食着に着替えて慎重に丁寧に配膳

することができました。美味しくいただき、おかわりをする子も多かったです。  

【道徳教育の研究会】 

今年度より、「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業」の委嘱を埼玉県から

受け、道徳教育の充実を図る取組をはじめていきます。早速、校内研修として、道徳科の授業づ
くり演習を行いました。４年生の道徳の教科書を使って、何をどう教えていくかを考え、先生た
ちが熱い議論を繰り広げる姿が見られました。道徳教育は、子供の行動面の良し悪しではなく、
心の中を耕すことを目的としています。例えば、友達の悪口を言ってはいけないことは、多くの
子供たちが知っています。でも、「どうしていけないのかな？」と、問いかけると、十人十色、様々
な考えが出てきます。道徳科の授業では、子供一人一人の意見の違いを認めながら、自他を尊
重し、自身の生き方に関する考えを深めることを目標にしています。ぜひ、子供たちがどんな道
徳科の授業でどんなことを学んでいるか、ご家庭でも話題にしてください。（研究推進委員長：渡邊） 


